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県
内
の
す
べ
て
の
自
治
体
を
訪

問
し
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社

１
０
月
９
日
の
豊
田
民
報
に
掲

載
し
た
よ
う
に
、
豊
田
市
上
下
水

道
事
業
審
議
会
「
適
正
な
水
道
料

金
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
答

申
が
太
田
市
長
に
提
出
さ
れ
、
内

容
は
「
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
基

本
料
金
は
一
律
１
６
％
、
従
量
料

金
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
一

律
５
円
の
増
額
と
す
る
。
（
２
０

２
３
年
度
～
２
０
２
６
年
度
の
４ 

年
間
）
」
と
し
て
い
ま
す
。 

答
申
で
は
「
水
道
施
設
の
老
朽

化
・
耐
震
化
に
伴
う
更
新
需
要
は

増
加
す
る
一
方
で
、
将
来
的
な
給

水
人
口
の
減
少
な
ど
の
理
由
で
給

水
収
益
の
減
少
は
見
込
ま
れ
る
。
」

そ
の
た
め
（
中
略
）
「
現
行
の
料

金
体
系
で
今
後
推
移
す
れ
ば
、
令

回
答
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
中
山
間
地
域
で
介
護
保

険
を
利
用
し
て
い
る
方
か
ら
は
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
希
望
し
て

も
、
そ
の
地
域
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
で
き
る
施
設
が
な
く
、
地

域
に
よ
っ
て
必
要
な
介
護
が
受
け

ら
れ
な
い
実
態
が
話
さ
れ
、
対
策

を
切
望
し
ま
し
た
。 

毎
年
の
要
望
内
容
と
な
っ
て
い

る
「
す
べ
て
の
要
介
護
認
定
者
を

障
が
い
者
控
除
の
対
象
と
し
て
認

め
る
こ
と
」
に
対
し
て
は
、
申
請

主
義
の
た
め
、
自
動
的
に
送
付
は

し
な
い
と
回
答
。 

     

年
金
者
組
合
か
ら
、
加
齢
性
補

聴
器
の
購
入
補
助
制
度
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
聴
覚
障
が
い
の
方
の

補
助
制
度
が
あ
る
、
と
の
回
答
で
、

高
齢
者
の
孤
立
や
認
知
予
防
を
願

う
実
態
を
直
視
し
な
い
も
の
で
し

た
。 毎

年
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
通
じ
て

前
進
し
た
面
も
あ
り
、
今
後
、
豊

田
み
よ
し
社
保
協
と
し
て
、
要
望

項
目
に
つ
い
て
そ
の
実
現
と
社
会

保
障
施
策
の
前
進
を
目
指
し
、
引

き
続
き
運
動
が
必
要
で
す
。 

  

和
６
年
度
以
降
に
、
経
常
的
な
収
益

的
収
支
の
赤
字
が
発
生
し
、
令
和
１

２
年
度
に
内
部
留
保
資
金
が
底
を

つ
く
見
込
み
で
も
あ
る
」
こ
と
を
理 

由
と
し
て
い
ま
す
。 

物
価
高
騰
の
中
で
、
他
市
の
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 小
牧
市 

基
本
料
金
を
来
年
２
月

ま
で
の
５
か
月
間
免
除
。 

瀬
戸
市 

基
本
料
金
と
使
用
料
を

減
免
。 

一
宮
市 

基
本
料
金
を
４
か
月
間

無
料
に
。 

  

右
表
の
よ
う
に
、
他
市
で
は
自
治 

体
独
自
で
物
価
高
騰
の
影
響
か
ら
、 

暮
ら
し
を
守
る
努
力
が
さ
れ
て
い 

ま
す
。
豊
田
市
で
は
、
２
０
２
０
年 

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
基
本
料
金
を
４
か 

月
無
料
に
し
た
時
は
、
約
８
億
円
が 

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
答
申
ど
お
り 

で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
対
応
が
必
要 

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
水
道
の
基
本
料
金
の
無
料

化
と
、
料
金
の
据
え
置
き
を
求

め
る
署
名
」
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

  

会
保
障
の
拡
充
と
国
や
県
に
意

見
書
の
提
出
を
求
め
て
要
請
す 

る
２
０
２
２
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
（
愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
１
０

月
１
８
日
に
豊
田
市
で
要
請
と

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
で

４
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。（
事
務

局
は
豊
田
み
よ
し
社
保
協
）
根

本
み
は
る
市
議
も
参
加
し
ま
し

た
。
懇
談
の
際
に
、
文
書
で
の

回
答
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
も
文
書
回
答
は
当
日
に
な

り
ま
し
た
。 

要
請
に
は
、
豊
田
年
金
者
組

合
、
新
婦
人
、
民
商
、
住
み
よ

い
豊
田
を
創
る
会
な
ど
の
市
民

団
体
か
ら
１
４
名
が
参
加
。
新

婦
人
か
ら
は
子
ど
も
の
給
食
費

の
無
償
化
に
つ
い
て
要
望
さ

れ
、
市
の
回
答
で
は
、
就
学
援

助
制
度
の
活
用
で
負
担
軽
減
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
し

た
。
県
内
自
治
体
で
は
、
無
償

化
を
決
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
中

で
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

豊田市のキャラバン隊の 

要請行動 




